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　　　　　　　　　　　　　　笛工節　身重時期層と寄生華

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撃
　　　　駐前・印・蕪胞子にて麟法によリ雛・た駅寄生蜘・富山年鯛
　　　に於ける実験k、て1調花前耳に鹿島分生胞子敵痴責蜘詠蝿罐ぜるに同様に

　　　解蝕む礁・・めき備・韓・節旧藩勲・撫擁す紬…マニ・
　　　ンニク鏑菌の寄御よヘマζン4クの閥忌中にちこるものなるを知り得べし．　　　パ

　　　　第釦ぐ花盛論証反び第3’ト花盛花期の各々K於ける～の剥戟の寄生

　　　率に及ば．したる影簿を浸漬蜘障れる場息に就て見るk第1i小乖盛花期の其梱む

　　　曝露即ち轟茄磁の二軸＝よ5’＝て入滅燗面恥・解鱒煽
　　　1表るものなり．之k反し笛3ホ花盛花期の其れは顕著ならず．球突瞼を行ひたる

　　　爵はン第1 ト花盛花朔〈5月28日）よリ第3小花盛花期の前日（5月30ゆ断惑

　　　天に．して鰍瑚蜂なりしに’5耳3ユ舷晴にし惚激ド高温となりし為’八

　　　マゴンニク糊花に琴甦來・瀦よりも晴に且つ多輔花せ髄認め紗

　　　舳蜘・激の鰍姻戟．・守・感熱碑・3輔㎞邊の砿翻戟r
・　擁ずる鞭めr夘・リ、「鵬なり、と解’頓、．眼肉蜘r球．の剥転、却て

　　　構蜘画幅・畷整騨・れ1乏よ・細面を増血し雌
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　　　剥戟・を鰍た・場編紬うざる場合も∫辞去によ血合磁獄によ・三軸、、

　　　歓磯齢嫌歌よる嚇の初子嚢胞孔ぬ励よワ務血綿・・，・こ
　　　や嚇ω29＞の列変．に就て行ひ儲面癖畷な破な・リ＿
　　　四二曜》イ変1仔嚢砲子1・み生至高堵飴生胞子を謂ひ面癖麺

　　　ひτ培養分坐論手にめ擁したる蒔碕生剥揃・者に聡く劣・郭話ぜリ・『

　　’面諭・（閑繍）崎蜂肋関係を軸趣よ焔場合献禰・・～・第
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／角駄鋼椿縦共面む）締の総論蔵鰯る砂率・ご・て・鰻二時1・

　　　細疵霊湯唾蜘濁す・齢蜘・ち雛の行は厭・山続撫粥る百．
　　　鋒三三ρKあらず之に鄭畝去による場念は確に勧・・花く籟4・
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淑よ融合も画面蜘之憎げる眞ゐ唱寄生皐ぱ第f小花盛花餌く第・小花～の動

幽きン厩蘇漉く知械・の其れよリ「恥内腿料ぜら’・．培謙語胸子に．

臓轡紳・，’．子勲勧髄・・比・幡角・の搬多’・・．・．

　　　　　　　　　籏2節　接種時期と発生変i角重量、’、

3融融戦蝿麟触郵の関イ馳痴責法の鈴戯て車軸．
鰍聖画蕊鯛軸秘岬’・滅多・蕗・磁位鄭轍・の傾鯵
娩1此’・捌轍よ、りて強聴増杣衡て寄蝉奴晒な・匹劇海面令

雌徽の嚇縛し幡勲爵多き壷網め樋纏も，三三三三
質②の愚生重量との閑’肉翻瞭を欠〈．　・

棲薪晒礪欲確子の繍鵬生奏廊廟の懸観・喧瞬胞密
による．場合の銑弔養分隼胞子による場合よりも・捲生多L　第i小花盛花期子嚢

胞子炊泓蜘・よ砺合の・・g小禿勤慰奏簸恥・。…吻幽・麟・

舷胞子の勲砿325伽rに1して・肪綜前回擬・・三三旧くよ州磁
加へて接種9たる場春も熱刺戟にて堵癒したる場合も、煽れ’も共に子嚢胞細くよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　る場念あ方発生多し．　、　　　£　　　　　．
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　　　　　〆・　集乞節語工堵鱗角．の鞭糊
　1　　・・　　　　　、　　　　一　　　．　　　　一　　〉　　∵
　　蛯知17年百石疎び昭和t8年稀越に於で入灘麹iによりて懲生せしめたる奉
　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　

・角構体とし神璽埋鋤室にく寺鰍師反が猷蠣託に劫徹れたる試

　験成絢・付同皇師の報告によ籾ま1木像次の如し・　　‘　　　，　一

　　∫肇騨駄碗た纏触国璽醜し醗廼る鍛物ひ得鉤いrよヅ
磁なる蘇を赫聴きも，磁体型て（b麟薦は灘なりしも雛反’
憩堺陽磁叙・・依って人エ壕多智蹴て蘇4嚇的郷・樹ず縄奉
　性を予想せらる．も其の詳紬に戟ては尚奏稜の研究に挨’つ，」

　　雄榔（一聯歎魁・点謙て自鱗継継勘顧螺’寸r
．る膜の・診て額融轟無期の鯨風紋・砥1よ髄の都計・・マ⇒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴろク稗上三生賂畑三一・めた・為長点警乾晦充轡の｛三三
あ三三くか醐給頻之等・よ全て鱒鰍⑳騨三三三三暴‘
　』．憂挨ちて更に報告みとんと，す㌃．　　　　　　㌦．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　《　　　　　　　　　　　　　　　L

　　　　　　　　・’ ．　’第8章・、』要、　結
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　．　　　　　．　　　　　　　　　ジー

　　酷締泳騨・6砺・獺膨・鍬寄せ嶺のにし毯雑量燃＼
　隔れ糠な・・然る厭鞭、に於iチ・鞭の懸物・白絵織縦・・
「・ qマニンニクに旧離堺鋪・…鋤三二・替さ・軸・於諾チの遜

詰る藤畔鱗必読劣・撫・’礁幡融・∵胸声欝は硅
　旧称よ’リ・・マ◎二列碗生せレあた四三以てライ．旧歓代替せん・難
　　

・姻・三三臥り．．一、、一』．、㍗一‘・1㌍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜

　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　ψ　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　9　　　’



　　　　　　　　　　こ　「　　・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　　　　　、　　　　　　　　（～5

　　　　　　　　　　　　　　　　工八マニンニク　　一　　　，．　｛
　　　　i．柱　状　　「一∫　幽　　　　　　1　　　＼　’　．　一　　　’

　　　　　・・マ‘．ジニクは糊置嘱す・多年脚本叫て棉榔下僧騨をなして
　　　　自生し本島に於では青森老亭赦母・く多くン3時遡千島樺太に分拓土

　　　a自「牛融・　’　1∴．．■　、・．一1・』　　　一・，一
　　　　海岸砂地に六群落を形成する事多く．　瀞岸線K近き髄鞘’湿潤地に毛生ず．ユO伽2

　　　　内評畑野・・酪な｝・・処9て三三餌一下晦岸線回りζ三三
　　　傾向あ・リ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　・〆咀花　・　　・　F　．・　．’∫．　、／．
　　　・く｛・擁の聯網ぱ・「・舶・・レて，、花穂の．峡鰯蠣上部痴の簾弥
　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　　’花・1瑚福鋤紫野上下の節の麹議豚ぶ㌧衛の剃械の過・
　　　　　　粍麟・て御下盛磯た・外・す・騨・小臣花冠む・以梯・二

　　　一隅揮鱒祀＼一・・耳に嘩・∴鞭叫飛び榔嫡の心胆繍の小
　　　　　花を以つく花磁剣・花あ離を麹ノ．．曳．’．：■　　、一　、　噛

　　　　・…．・知閑花野醜綴箏・撫癖・主・・欄鰯・獅二一
　　　　　　4虜花を主とレて四丁する日特i～顕着なり、　．

　　　　（・・開花は午前9時より押貸時迄・妬て．開花最も多き1好前i塒より午後、’

　　　　　　a時｛ζなり．液問・1よ開花せず．　　1　　，　　、、
　　　　　　　　　　　　　塾　　．　　　　，　　　、　　噛　　　　・　　、・　　．　　　　・　・L
　　　　（4）　土小花ゐ開花時閥ばi2（ンー240かにして蔦○一2回分・を晋通，とす．開花ばi回　　　　　．

　　　　　・限、りなら開四則よ卸づピな1）・　λ　㌧，　・、魑　、
　　　　〈5）「花穗に人工剥戟をカ。へる時｝よ開花蜘ミ近き、」、花をぺ為に開花せと，むる審を
　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　　・　毒騰鰍三下・囲・許荊・晦犠r時ψ駄して諏・税，
　　　　　敏なるは午前1Q時一午後δ時．なり．　　　　一

’　と、，醐・・て螺繍婿麟余罪卸・て醐杓蝋r∫…
　　　　　　四旬却ワ肝旬に下臥即ち・・肝鱗嚇締斜輌よ野花蜘　

魯

　　　　　璃野点・葡後・て亜三一幣継れて聴糊遡三三ヒ・
　　　　　　卑三口七三職轍曝回す・・三三三崎珊）脚ま1
　　　　　∫∫H上旬なり．　　　　　　　　　　　・　　・

　　　‘・・ジ・醜醐花期間堪田一・3昨．り・旭蟹獣帯・て，も・多数閑姉る

　　　　1日．．詠少数．瑚花ある日乃至全然閥三三の存三諦鱗縮・・於げ
　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　
　　　　　　る開花と・同様なリ．　　　　。，　　　　，　 　 1ヒ幽 @　　　　　　　　　　‘

　　、③僻四脚・矯鰭無料・ざ締畜多・ゴ．晴私㌣て磁呼気滞．
　　　　　・高き印・は郷醐回る封曇天に．して日照無く気劃輪即燗乖・紛き’

，！　　　、　　　．『　　，、　　．1　ノ・．　　　，　1、
9，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　・1　「　　　　　　　　．1　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　、



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　「
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　66’・　　’一．㌧・馳■・　．ド　．、一’　「、・5　　　／
　　　　　　　か又ば開花せず　・　・　　♪　　　㌧　　　　・、

　　　　　　・，ジ・急減瓶蹴三組・艶・．・僻縁ず繊・て印す・1誹ず．

　　　　　　　、＜或時如。・三一剤四花する三筋・．気一三件の三三墾を

　　　　　　　な軸の拷妨る・ご忌済　　　3
　　又　ユ．稔「・実　、‘　　．∴　・一∴’、

　　　　　　…糊率ぱ舷地あ樋磯に・磯・．・異・…一ワr％なり・考花雌r
　　　　　一よる稔実執繍・胴臓も高く〕’・」穂先端の’」こ撫綴るド伽轡減宅．

　　　　　　1・セ・着雑詠ぬ小欄峰穎果撚靴御三三三くン櫓先物ボ

　　　　　…花に至るk從ひ漸減す．、層・．、　　　　　　　　　　．
　　　吃　（。ジ変髄の寄生ある場合・・ても、℃第三花に勾・花数回数回も多ぐ総実三四

　　　　　　．・紙幅に民訴病痴獄至・・伽漸澱・L．ノ』F、／
　　　　　　ω翻心鳥獣よ・礁辮館下←・不繊輕増鮒・1㍗

　　　、．〈5・麺鶴生によ・確論殖ザ　，，　　　ゲ　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　．　．・．’㌦・　．一ジ’．’

　　　　　　　　　　じ　　　　　　　’　P・．　一皿．，＼マニンユク変角菌

　　　　・、．・〈マニ＿ン編’爵・▽・罷一’、…　㍗ゼ♂

　　　　　　ω幽晦謙・榊骨油・して’…3・を樋ゆ引脚る気づ際．

　　　　　　　に於て塘ヒ分泌多し．　、　　．　・・1．　凸　　　’

　　　　　　　　雛徽鋤分泌叙む魂至藤の日数はを・7日に辰7一・姻嫌

　　　　　　　職ダ晒の三三肪・・三三釦・動ぎ舳⑳％賦
　　　　　　…融は陣太』謙て燗翻の早口伽7肝餅8肝胆判人．
　　　　　　　土雛の直垂ぱ．淫辞3・74・日1・て収終し得べし・、

　　　　　　（5）成熟したる三角の臨きさ1よ

　　　・　1・「直往ス40±◎・。79襯：幅径工8s土Q・6エ3・槻　重量1解8士Q・4i鱒．〆
　　　　　　　　　　　　　亀　　．　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　’　　・　　「　　　　　　1ノ　　・
　　、　　　　なり・，　・　・　　．　　　’．　『　　　『ρ

　　　　　　、め脱水にて蘭ぜ・あた二三は三蹟理i（よりで購％を三三．〆

　　　　　歪．’〈マニン嵩レ糖菌の寄生吠況，』・・

　　　　　　…〈マニンニク〔瀦鰍癌多…三田三献・・鰭・細・て1鳳

’　　‘惣三三・得・構なり・辮・・於で三三勘7一・脇轡象する事

　　　　　　　贈ウ轡轡轡丁岬拷減し仰物轡得・

　　　　　、・・｝発蜂き嚇・・礎・。似上0へ容地・儲瞬醗生あ・・’喚．・下

　　　　　　　轡・ゆ・て…一ジrク自生娼三一下灘蝉鮒励

　　　　　　　　　　　レ　　　　’　　・』　　．　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
…　記・’、’～1　♂芦『ノツ1・・．．一1一、．騒
　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　”
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　　　　　　　　　．一　＼　　　’　●’1・「・、　．，．∫57
　　　　　によ’リ疎密あり．．・　1．』　　　　　　，

　　　③・1総當リ誌生の・参鯛蜘む一ヲ・にしちト⑳個発生の鮮麗呼数を’
　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ノ

　　　　「占む．！粒餌乱臣大森鯛数1虹一37K・して三三個馨蜜のもの殆ど半　・

　　　　数口占む・・．一　　．．’　　　、、

　　　㈱勧細螂物見蜂1よ，種の甲鮮碧・激趣く．．縣』』壱上’下部書・
　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　の蘭・・峰・認めず，、　噛：1♂一．．じ匹ゼ“’

　　　（・）降麟解徽の・内暦世（表御一幅・’・堺以上ρ紛）はd・三つ．
　　　　　（長径7〃三幅L5刀槻飛騨のも、の）より発生：漸々少しく大胆1角を手Q6とすれば・

　　　　小母角はioo二i4。七度なり）．．　　・．　　・　「　r』・　1

　　　・9参角晦掛三野融解糧も多・・三三輸小花峰・嫁ひ・騨・
　　　　　堅木覇早生．に敵も恐嚇合一様なれ・．も，敏椛三三る』、

　　　　鞭に多・．拶⑳過響町・3・拘溌齢小野喋・第編3ンJ・知
　　　　プ可れも発生多ぐ，．就中第2小花iく最も多．く発≠とす・

　　、・7）成鏑の乎餌個体蜂携笛・小花のも撮櫨くン」・麓焼の小花に　．
　　　　至る｛淡ひて漸減号1・・．　　　　、∴
　コ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ

　　　⑧蘇鱒・よるi・・椛常・穂物学聴量ぱ第・・小勧・曝畜多く・，

　　　　・・磯纏・『・畑・至る・群μ肥す・’』・一，’・　　．・、　、

　　　β・発拶角縫勒殉大類．の樋・劇令は・。一8・泌リ・∵．
　　　．．・1・・、群鑓氏よ碕蜂1・第・冷冷高・、．趨繍の挿・込・・働、．

　　　、導電凱　　　　…　　　　．馳　r．　・．・　・』．r　　・　　・．．
　　　（讐）　1着詑イ思置による六隅角孝きメと率’よ第工告才二二・1も高く，・小引先筋を？示．花に下る

　　．　に從ひ漸減す．

㌦鷲鷲鵜簾轡群論第を黒餅認識．
　　　・・Σ㍗ンニ膝鱒野望期’∫㍉　一「ピ『、’・己
　　　蔭）　寄生はくマ‘ンニクの閥花期問→7’ヒ起る．　　、

　　　（・〕寄生は第，i小花盛学期に於て過半数が起グ，・以後晦巳の蓬行と茨1；（寄生．

　　　　9綴魯の長くなるに慮じて）寄生1よ増加す．　∵　一．討　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク
　　　ぐ・）網野角帯は湘勧進行・共峰生の囎の長くなる礁じ三三ず、

’　　る傾向鋤ら練勝物増癖1よ少・・、樹勢毎醐’にのみ寄生の囎

　　　　靭碗無硬触量と潤三三斌じ．て寄勤糟あり燵喫の．’
　　　　差ぱ回暦な〆り∫’

　　　．・ω拶醗蜂曜て・《・・と・鴫にし㌻磁の賄・勘舷鹸の知．
　　　　　　　　　　　パ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．
　　　’　　．『　．　　　　．　　　　1　　　　　　　　　　噛　　　　　　’　ノ
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　もの程蹴回る傾向認めら訓秘も第1永花盛控蜘勿み寄生の機魯捌
　し’初と塗鰍…期間を通じて寄生の機舎ありし．ものとの差1縫少なり♂
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　，　　　　、

1・・．豹1蟻三期・のみ般の三三．りじ三無二三間門・て寄也

　　　罐？ちり㊥r比し・∵喫四三聯糊ら轡㌔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
　　　くi）、溌；生総率角数．ζ重量）璽：β勺六寒罵旧く『豊量）の占むる割合本となる㌧・～　　　＼

　　　．r）涌物提重論詰雰三三噸腋鷺梱蹄に弓返』
　　　　・4融ずる三三のみ蹴ての乎伽イ三韓大なり・．、

　　　・、灘雛総締∵∵’厩四鱒椛
　　　（i，）11第1小禿め大黍’甫穐生華高し．　　「』，：

　　・・プ第・擁三期に岬雛の機蜘’しも畦岬三三郵rて寄生・
　　　の機金あ’塵ものも．〈寄紫期間の岳細こ関係癒、く），　　　　　　　　　’

　　　・・噸鉢花藤鱗生繭（車回汲確・・磯蝿の三三駄炎
　　　’ひ漸減す。大蜜角の乱雲も同様な‘九、．　　　　　・．　　　’・覧

　　　・ザ細・勧熔解均幽囚鰻最砿にして擁輝のふ撫各回・に、

　　　　炎ひ面面サ。…一ヤ1、　　　』’．　寛　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　㈲油壷碕蝉最も高・図心繍の越煙・海面蹴！嫡
、　一9角面懸率に就て圏同様窒．ワ・．・　　』・”・、

●、4分生胞子による証言寄生の覆度　　r　・・ご．．・■・’

　　分・生厨子による自然寄生は船ど認喧められず．　　　　　　　　　　　，
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